
令和６年度シラバス（理科）     学番 68 新潟県立高田南城高等学校 
 
 

教科（科目） 理科（地学基礎） 単位数 ２単位 学年（コース） ２～３年次 選択 

使用教科書 実教出版 『地学基礎』 

副教材等 なし 

 
１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーショ
ン・ポリシー 

卒業までにこのような資質・能力を育みます 

① 自他を大切にできる豊かな心やコミュニケーション能力を育成します。 

② 勤労観を身に付け、自立し、地域社会に貢献できる人材を育成します。 

③ 社会の変化に適応できる人間性と幅広い学びにチャレンジする精神を育成します。 

カリキュラム・ 

ポリシー 

資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います 

① 少人数制授業や授業における学びのユニバーサルデザイン化を図るとともに、 

ICT等を活用しながら基礎・基本の学びを展開し、個に応じた指導を行います。 

② 二人担任制や充実した教育相談体制により、社会への適応力や規範意識醸成のため 

に生徒に寄り添った生徒指導を実践します。 

③ 自他を尊重し、よりよい人間関係を築くことで協働的に学び合う学習に取り組みま
 す。 

④ 地域と連携したキャリア教育を充実させるとともに、個別最適な学びにより、生徒 

 一人一人の進路指導を行います。 

 
２ 学習目標 

地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことな
どを通して，地球や地球を取り巻く環境を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。 

（1）日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境について理解するとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3）地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。 

 
３ 指導の重点 

１ 自然の事物・現象について、時間をかけて丁寧に説明し、イメージできるようにして理解させる。 
２ 地学的な事物・事象について、観察を行ったり動画を見せたりして、自然に対する関心や探究心を高める。 
３ 根拠のないものの見方に左右されない、科学的な自然観を育成する。 

 
４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
日常生活や社会との関連を図りな

がら，地球や地球を取り巻く環境に
ついて理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本的な技能を身に付け
ている。 

地球や地球を取り巻く環境を対象
に，探究の過程を通して，情報の収
集，仮説の設定，実験の計画，野外
観察，調査，データの分析・解釈，
推論などの探究の方法を習得すると
ともに，報告書の作成や発表を通し
て，何が分かるようになったかを表
現することができる。 

 

地球や地球を取り巻く環境に対
して主体的に関わり，それらに対
する気付きから課題を設定し解決
しようとする態度が養われている。 
自然環境の保全に寄与する態度

が身に付いている。 

 
５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです。 
 知識・技能 a 思考・判断・表現 b 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
方
法 

・定期考査や小テストの分析 
・観察、実験、式やグラフでの表
現の観察 

・レポート、学習プリント、ワー
クシート、等の提出物の内容の
確認などから、評価します｡ 

・定期考査や小テストの分析 
・授業中の発言や発表への取組の観
察 

・学習プリントやワークシート、等
の提出物の内容の確認 

・振り返りシートの記述の分析など
から、評価します｡ 

・授業中の発言，発表や討論への
取組の観察 
・学習プリントやワークシート，
等の提出物の内容の確認 

・振り返りシートの記述の分析 
などから，評価します｡ 

 
 
 
 



６ 学習計画 

月 単元名 学習内容 
時
間 

評価の 

観点 
評価方法 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
６ 

1章 地球の構成と運動 
1節 地球の構造 
1.地球の形と大きさ 
2.地表のようす 
3.地球内部の構造 

 
 
 
 
 
 
 
2節 プレートの運動 
1.プレートテクトニクス 
2.大地形の形成と地質構
造 

 

・地球の形の特徴と大きさを，観察や測定の結果
などから見いださせて理解させる。 

・地球の赤道半径と極半径を扱い，地球が厳密に
は球でないことを理解させる。 

・地球の内部には層構造があり，その状態が異な
ることを理解させる。 

・地球内部の層構造について，地殻，マントル，
外核，内核の区分と状態を扱う。また，それぞ
れの代表的な構成物質についても扱う。 

・観察や測定を通して地殻やマントルを構成す
る岩石の特徴を見いださせ，層構造について理
解させる。 

・プレートの分布と運動の様子を理解させると
ともに，大地形の形成と地質構造をプレートの
運動と関連付けて理解させる。 

・プレートについては特徴や分布を扱う。また，
プレートの境界は3種類あることを理解させる
。 

・マントル内にプルームが存在していることを
扱う。 

・中央海嶺や海溝，大山脈などの大地形の形成や
，断層・褶曲などの地質構造がプレートの運動
と関連していることを見いださせる。 

・堆積岩や火成岩が高圧や高温下で変成作用を
受けることによって変成岩が形成されること
を理解させる。 

８ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

ａ,ｂ,ｃ 

学習プリント 

(点検・確認) 

前期中間考査 
 

 
 

1 ａ,ｂ,ｃ テスト 
（分析） 

７ 
 
 
 
９ 
 

1章 地球の構成と運動 
3節 地震と火山 
1.地震活動 
2.火山活動 
 

2章 大気と海洋 
1節 大気の構造と運動 
1.高度による気圧・気温の

変化 
2.大気の層構造 
3.大気中の水とその状態 
4.大気の状態 

・火山活動や地震に関する資料に基づいて，火山
活動と地震の発生の仕組みをプレートの運動
と関連付けて理解させる。 

・海溝付近の地震を扱い，プレートの収束境界に
おける地震の発生の仕組みを理解させる。 

・内陸部の活断層による地震や沈み込むプレー
ト内の地震を扱い，プレートの境界以外にも地
震が発生することを理解させる。 

・プレートの発散境界や収束境界における火山
の活動や分布などの特徴を理解させる。 

・火成岩については，組織と化学組成や鉱物の組
合せに基づいて分類されること，及び多様な火
成岩がマグマの性質と関係していることを学
ばせる。 

・気圧や気温の鉛直方向の変化に関する資料に
基づいて，大気の構造の特徴を見いだせて理解
させる。 

・大気の構造については，気圧や気温が高度とと
もに変化することや，対流圏，成層圏，中間圏
，熱圏が気温の変化によって区分されているこ
とを理解させる。 

 

８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

ａ,ｂ,ｃ 

学習プリント 

(点検・確認) 

前期期末考査 
 

 

 

1 ａ,ｂ,ｃ テスト 
（分析） 

１０ 
 
 
 
 
 
 

2章 大気と海洋 
2節 大気の大循環 
1.地球のエネルギー収支 
2.大気のエネルギー収支 
3.大気大循環 
4.温帯低気圧と熱帯低気
圧 
 

・地球全体として大気を通して出入りする太陽
放射の受熱量と地球放射の放熱量がつり合っ
ていることを理解させる。 

・人工衛星による赤外画像や放射冷却に関する
資料に基づいて，大気や地表から放射が行われ
ていることを理解させる。 

・年平均の風や海流の分布などの資料に基づい
て，偏西風，貿易風，ハドレー循環，暖流，寒
流などを理解させる。 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

ａ,ｂ,ｃ 

学習プリント 

(点検・確認) 



１１ 3章 宇宙，太陽系と地球の
誕生 

1節 宇宙の誕生 
1.宇宙の姿 
2.天体の距離と光の速さ 
3.ビッグバンから天体の
誕生まで 

 
2節 太陽の誕生 
1.現在の太陽 
2.太陽の誕生 
 

3節 惑星の誕生と地球の
成長 
1.太陽系の姿 
2.太陽系の誕生と惑星の
分類 

3.地球の誕生と成長 
 
4章 古生物の変遷と地球環
境の変化 
1節 地層のでき方 
1.地層のでき方 
2.堆積岩 
3.地層を調べる 

2節 化石と地質時代の 
区分 
1.化石 
2.地層の対比と地質時代
の区分 
 
 

・宇宙の誕生，及び太陽系の誕生について理解さ
せるとともに，地球が太陽系の一員として誕生
し，生命を生み出す条件を備えた惑星となった
過程を理解させる。 

・宇宙の誕生については，ビッグバンを扱い，宇
宙の年齢と宇宙の誕生の過程で水素やヘリウ
ムの原子がつくられたことを理解させる。 

・太陽系の誕生については，原始太陽系円盤から
太陽系が誕生したことを理解させる。その際，
惑星が形成された過程を中心に扱い，惑星の形
成過程で物質の分化により内部に層構造がで
きたことを学ばせる。 

・太陽の誕生の過程や，太陽のエネルギー源が水
素からヘリウムへの核融合であることを理解
させる。 

・地球の特徴については，海が形成されたことを
中心に扱う。 

・太陽からの距離，質量，大きさなどによって，
水が液体として存在できる環境がつくられた
ことや，原始大気が形成されたことを取り上げ
，地球が生命を生み出す条件を備えているとい
う特徴をもつことを理解させる。・地層や化石
に関する観察などを行い，古生物の変遷などに
基づいて古生代，中生代，新生代の地質時代が
更に区分されることを理解させる。 

・地球環境の変化に関する資料に基づいて，大気
の変化と生命活動が相互に関わりをもちなが
ら地球環境が変化してきたことを見いださせ
て理解させる。 

・地層や化石に関する観察などを行い，古生物の
消長により古生代，中生代，新生代の地質時代
が更に細分化された「紀」に区分されているこ
とを理解させる。 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

ａ,ｂ,ｃ 

 

 後期中間考査 
 

 1 ａ,ｂ,ｃ テスト 
（分析） 

１２ 
 
 
 
 
１ 

4章 古生物の変遷と地球環
境の変化 
3節 古生物の変遷と地球
環境 
1.初期生命と大気の変化 
 先カンブリア時代 
2.多様な生物の出現と脊
椎動物の発展 

 古生代～中生代 
3.哺乳類の繁栄と人類発
展  新生代 

 
5章 地球の環境 
1節 日本の自然環境 
1.日本列島がつくる自然の
特徴 
2.さまざまな自然災害と防
災・減災 
2節 地球環境の科学 
1.人間がもたらす環境問題
と自然変動 
2.気候変動と地球環境問題 
3.地球環境と物質循環 
4.地球環境に与える人間生
活の影響 

・古生代の三葉虫，フズリナ，イクチオステガ，
リンボク，中生代の恐竜，アンモナイト，ソテ
ツ，トリゴニア，新生代のイネ科などの被子植
物，貨幣石，ビカリア，ナウマンゾウなど代表
的な化石について学ばせる。また，ヒトの進化
では，直立二足歩行などの人類の特徴を扱う。 

・地球環境の変化に関する資料に基づいて，大気
の変化と生命活動の相互の関わりを見いださ
せる。 

・光合成生物の出現による酸素の増加やオゾン
層の形成，オゾン層の形成による地表での紫外
線の減少と生物の陸上進出について理解させ
る。 

・日本における自然環境の特徴を理解させ，それ
らがもたらす恩恵や災害など，人間生活が自然
環境と深く関わっていることを学ばせる。 

・地域の自然災害の実例や防災に関する資料，ハ
ザードマップなどに基づいて，地域の自然災害
の特徴を理解させる。 

・予測された被害を低減させる取り組みについ
て考えさせる。 

・地球環境の変化を見いだし，その仕組みを理解
させるとともに，それらの現象と人間生活との
関わりについて認識させる。 

・地球温暖化，オゾン層破壊，エルニーニョ現象
などについて仕組みを理解させるとともに，人
間生活に関連していることを理解させる。 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

ａ,ｂ,ｃ 

学習プリント 

(点検・確認) 

２ 
～ 
３ 

後期期末考査 
 

 1 ａ,ｂ,ｃ テスト 
（分析） 



  計７０時間（50 分授業） 
 
７ 課題・提出物等 

・単元ごとに学習プリントを配布するので、授業中に取組み解説を聞いて、定着を図ります。 
・授業中は、しっかりと「聴く」「考える」「書く」。 
・出された課題にしっかりと取り組み、提出期限を守る。 

 

８ 担当者からの一言 

・真面目にこつこつと学ぶ姿勢を求めます。 
・１回欠席すると内容が分からなくなります。毎時間しっかりと出席をしてください。 
・自分で考えることを大切にして、しっかりと課題に取り組んでくれることを期待します。 
・成績評価は定期考査と提出物・出席・授業態度などを合わせて総合的に評価します。 

 


